
土方
ひじかた

巽
たつみ

旭川字泉八丁(保戸野八丁)生まれ

本名、米山九日生
く に お

。24歳のときに上京し、その後、舞踏家･土方 巽として昭和

34(1959)年、｢禁色｣を発表しました。土方は、｢暗黒舞踏派｣という独自の世界観と新

しい表現形式を確立し、前衛運動の中心的存在になり、その活躍ぶりは、欧米でも

｢BUTOH｣の名で評価を高めました。門下生として、麿
ま ろ

赤
あ か

兒
じ

や唐
か ら

十郎など、多数の前

衛舞踏家や演劇人を輩出しています。

｢国民文化祭･あきた2014｣では、彼の意志を継承すべく、｢舞踏･舞踊フェスティバ

ル in AKITA｣が開催され、その功績を県内･外に広く発信しました。

昭和３年-61年(1928-1986)

文書法制課ホームページに｢秋田市の先人｣を掲載しています。

http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/dc/hs/senjin/senjin.htm
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『鎌鼬
かまいたち

』より｢野良の馬鹿王｣ 
撮影:細江英公

赤れんが郷土館企画展

土方巽の秋田、秋田の土方巽
10/16(日)まで開催中、9:30～16:30

200円(高校生以下無料)観覧料

大野慶人～舞踏の夕べ ９月９日(金)18:00～19:00　土方の最初
の舞踏作品｢禁色

きん じ き

｣の共演者であった大野慶人さんが、土方を語り、舞

踏を披露します。直接、赤れんが郷土館へどうぞ。☎(864)6851

〈土方
ひ じ か た

巽
たつみ

没後30年記念〉

赤れんが館
コンサート

第１部 10月７日(金)18:00～
第２部 10月９日(日) 昼の部14:00～、夕の部16:30～

恒例のコンサートが今年は２部構成。第１部は中･高校生による合

唱、第２部は日本フィルハーモニー交響楽団テューバ奏者の柳生和大

さん(秋田県出身)の演奏です。

着席の鑑賞は各100席で、下記のとおり申し込みが必要です。立ち席

での鑑賞は申し込み不要で、直接会場へお越しください。

入館料 200円(高校生以下無料)会場 赤れんが郷土館旧営業ホール

往復はがきに、住所、氏名(２人まで)、

電話番号、希望日時を明記して、９月９日(金)(必着)まで、〒010-0921

大町三丁目３-21 赤れんが郷土館コンサート係☎(864)6851

申し込み(定員を超えた場合は抽選)

宝くじ文化公演

いつでも元気が出るコンサート
演奏 𠮷田 正 記念オーケストラ
11月26日(土)15:00～ 文化会館大ホール☎(865)1191
全席指定u前売券1,500円 当日券2,000円 ＊宝くじ助成により、特別料金になっています。

前売券販売所u文化会館、caoca広場、県庁地階売店、細川レコード店

おもな曲目♪ FMラジオ｢ジェットストリーム｣テーマ音楽、王様と私よ
り｢シャル･ウィ･ダンス｣、ラマンチャの男｢見果てぬ夢｣、ラテン音楽

｢ベサメムーチョ｣、映画音楽｢太陽がいっぱい｣、石原裕次郎メドレー、

哀愁の𠮷田メロディより｢有楽町で逢いましょう｣｢再会｣　ほか 弥生っこ村まつり
10月８日(土)10:00～14:00
御所野の史跡地蔵田遺跡

おもなイベントu巨大火おこし器

を使った採火式、弥生っこ村まつ

り音頭の披露、紙芝居、弥生体験

(餅つき、火おこし、勾玉
まが た ま

作り、縄

ない)、軽食(焼きいも、玉こんに

ゃくなど)、フリーマーケット

出店無料。申し込みは、村まつり

実行委員会事務局(文化振興課内)

へ。☎(888)5607

昨年の採火式 入場無料だよ！
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フリマ出店者募集中！

秋のイベント目白押し!!

◆文化会館自主事業◆

国文祭
メモリアル
フェスティバル
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